
 め 

 

       ２０１３．９．１０ 

板橋花火大会見物 

８月の第一土曜日は、板橋の花火大会です。

昨年、障害者席で間近で見物出来ることが分り、

今年もと心待ちにして待っていました。 

今年になってから、ピアⅠは卒業生が続出、

それぞれの道に旅立ちました。そのため、ＯＢ

参加も目指したのですが、それぞれの事情で

叶わず、ちょっと寂しい思いもしました。残った

メンバーも調子がすぐれなかったり、自身の計

画があったりで不参加、結局、ピアⅡのメンバ

ー、リトルハウスのメンバーに、加藤理事、職員

が参加して、総勢１０名となりました。途中菅谷

理事長の表敬訪問？を受けました。 

 昨年の経験もあって、今年はやや遅く出発、

蓮根駅で待ち合わせをして現地に到着した頃

は６時過ぎでうっすら暗くなりかけていました。 

花火が始まるまでの待ち時間に、買い出しした

おつまみで腹ごしらえ。待つこと 1時間、開始

の挨拶の後、華々しく花火が打ちあがりました。

今年は、ビデオを用意して花火の模様を撮影

しましたのでホームページにその動画を掲載し

たいと思います。 

とにかく、圧倒的な花火の数、日本は豊かな

んだな―、幸せな時代に生きているなあ―との

思いがしました。 障害者も人生を楽しめる―

そんな環境が少しは出来つつあるのかな？ 

 花火の最期はナイヤガラの滝（仕掛け花火） 

一昨年までは煙を見ていましたが、真夏の幻想

風景―最期を締めくくるにふさわしいですね。       

皆さん、花火を満喫して充実した時間を過ごせ

たようです。 

参加しなかった（できなかった）利用者も、色

んなことに興味を持てるようになって、こんな素

敵なイベントを素直に楽しめるようになってほし

いものです。 

 

○六さんの再入院に思う 

4 月に卒業した○六さんが、再入院となって

しまいました。 

7 月 26 日金曜日には、久しぶりに私に会い

にピアホームに来ていましたが、あいにく用事

があって出かけていたために会えませんでした。

その数日前から、少し様子がハイになっていた

ようですが、リトルハウスでも大きく気に留めるほ

どでもなく、私のところに来たのが、今から考え

ると黄色信号を知らせに来ていたのかもしれま

せん？ 

 土曜日には、リトルハウスに通所して来て、所

長が受診を促したのですが、その頃には大分

悪化しており、悪口を叩いて出て行ってしまい

ました。日曜・月曜は非常態勢でした。成増厚

生病院とも連絡をとり、万一に備えようとしまし

たが、充分な協力が得られたとは思えません。

火曜日の朝方、大立ちまわりとなったようで、結

果、本人は大変傷ついてしまったことと思いま

す。 

どうすべきだったのか？もっと早く気付かな

かったか？人権という建前の壁の前で、緊急体

制をとることは困難なのか？ 

精神科救急の困難さ・矛盾をいっぱい感じて、

立ち往生しています。 

９月の行事 

＜９月５日＞ＳＳＴ研修会（ＪＨＣ板橋会主催）  

＜９月２８日＞カラオケ予定 

 

 


